
「未来を見る目を失い、現実に先んずるすべを忘れた人間。その行き着く先は、自然の破壊だ」・・・

DDT（化学薬品）による自然破壊にはじめて警鐘を鳴らしたレイチェル・カーソンの著書

「沈黙の春」の冒頭に記されていたのは、このアルベルト・シュバイツアーの言葉でした。

環境保全がますます叫ばれるいまこそ、私たち横河電機は、

地球市民の一員としてこの言葉を心に銘じながら、ひとつ、ひとつ、できることに取り組んでいこうと思います。

時には立ち止まり、自問し、改める勇気を持って21世紀の環境調和型企業へ・・・横河電機の行動宣言です。

環境保全への取り組みは、いまや企業の重要な社会的責任のひとつ

になっております。公害に対しても、従来は局部的問題として個別に対

処されてきましたが、オゾン層破壊・地球温暖化・天然資源の枯渇な

ど、いまや、全地球規模で解決しなければならない課題が山積してお

ります。これらの課題に対して横河電機では、国内外の関連会社を含

めてグループ・グローバルに地球環境を考えています。

「YOKOGAWAは計測と制御と情報をテーマに、より豊かな人間社会

の実現に貢献する」

「YOKOGAWA人は良き市民であり、勇気を持った開拓者であれ」

を企業理念とする横河電機は、ETS(Enterprise Technology Solutions)

企業として、計測器や制御システムなど、さまざまな製品やソリュー

ションのご提供を通して、省エネ、省資源をはじめとした産業界の環

境保全活動を支援する一方、社員の環境保全ボランティア活動への

参加や地域との共生を大切にするなど、より豊かな人間社会と地球環

境保全の両立をめざしております。

横河電機はISO14001認証企業として、環境保全に対する基本的姿

勢と活動報告をここにまとめるとともに、今後も継続的改善に努めてま

いります。

横河電機株式会社
 代表取締役社長

いま環境調和をめざして。
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*田村三郎著「地球環境再生への試み」研成社刊より参照


